
（１）アクション
（２）アクションの展開イメージ
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第４章

まちなか再生に向けたアクション
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（１）アクション

８.空き家・空き店舗の活用促進

- ① 空き家・空き店舗対策
/リノベーション事業

２.人に優しい交通利便性の確保

- ① 都市内幹線軸の整備

- ② 人のための駐車場の
適正配置

本地区を、住んでいる人だけでなく、

日常的に使う人も含めた「暮らしの舞

台」として捉え、移動・買い物・通

学・通勤といった日々の行動が途切れ

ずにつながるよう、バリアフリー化さ

れた道路や、安心して滞在できる公共

空間を整えます。子どもから高齢者、

障害者までが特別な配慮がなくても自

然に使える環境をつくることで、「こ

こで生活を続けられる」と実感できる

まちを目指します。

基本計画のまちづくりのコンセプト

「まちに暮らし、まちを活かし、まちが

息づく」が具体化した姿を右記のように

表現しました。

安全・安心に“暮らす”環境形成や、

まちを“活かし”にぎわいを生む空間づ

くり、そして将来にわたってまちが循環

し“息づく”ことを目指すため、必要な

９つのアクションを設定します。

暮らす人が主役のまち

－通るまちから、暮らすまちへ－

まちなか再生方針のテーマ

視点を車から人へ転換し、通過するだけ

でなく、寄り道や滞在、回遊を生むまち

に更新することで、基本計画で描いたま

ちづくりをさらに進めていきます。

まちづくりのコンセプト まちに暮らし、まちを活かし、まちが息づく

１.安心して過ごせる駅前広場づくり

- ① 駅前広場の再整備

本地区で活かすべきものは、建物や路

地のみならず、人が集い、使い続けて

きた歴史そのもの。まちが持つ魅力に

価値を見いだし、まちに情熱を注ぐプ

レイヤーたちの挑戦や活動を後押しし、

活躍の場となるような環境を整えます。

歩くたびに新しい発見があり、人と人、

人と場所の関係が広がる「ワクワク」

が湧き出すまちを目指します。

地籍調査や狭あい道路の解消等により

土地の流動化を促すとともに、“暮ら

す”“活かす”取組によりまちの魅力

を高めることで、新たな居住につなが

る開発を誘導していきます。また、歴

史や文化を継承し、今に残る趣ある雰

囲気を新たな価値へと転換することで、

時代に合わせて姿を変えながら人と活

動がつながり続けるまちを目指します。

３.居心地の良い暮らしの場づくり

- ① まちなか広場の整備

- ② まちの灯りの
ネットワークづくり

２

1

２

３

３

５.歴史をつなぐまちづくり

- ① 中山道の無電柱化

- ② 歴史的・文化的資源を
活かしたまちづくり

６.歩きたくなる仕掛けづくり

- ① サインでつなげる
みちづくり

- ② まちなかウォーカブル

５

４

５

６

６

７.まちの循環を促す建替え促進

- ① 狭あい道路の安全空間
マネジメント

- ② まちの更新ミニ
エリアコーディネート

９.路地的空間を活かしたまちづくり

- ① 趣ある建物を活かした
うらみちの魅力づくり

８

７

９

４ ７

９のアクション（15の事業）

４.人が主役のみちづくり

- ① 銀座通りの美装化

- ② 立ち寄りたくなる
沿道の景観づくり















ステップ３ステップ２ステップ１

• 沿道の景観づくりの促進• 道路空間の利活用• 銀座通りの美装化整備
Ｒ６「本庄駅北口周辺まちなか道路空間等利活用検討業務委託」より

銀座通り美装化イメージ

サインの設置
•銀座通り紹介
•周辺案内 等

電柱共架照明

景観舗装

歩行空間と一体となった
休憩スペース等の創出

１.背景と目的

シンボルロードである銀座通りの歩行環境の改善とデザイン向上

３.事業イメージ

銀座通りには、本庄ガスECOはにぽんプラザや昔からの商店に加え、空き店
舗をリノベーションした新規出店が増えており、より一層のにぎわいの創出が
期待されます。また、基本計画では「ウォーカブル推進道路」に位置づけてお
り、居心地の良い歩きたくなるまちなかを実現する上で重要な路線です。

一方で、電柱や道路標識等が歩行空間を阻害し、車両交通量も多いことから、
人が危険を感じながら歩く状況にあり、安全面の問題を抱えています。歩行者
が安心して歩ける環境を確保しつつ、まちなみの魅力を高め、回遊性・滞在性
の向上を図る必要があることから、歩行空間を拡幅した銀座通りの美装化を行
います。

中央一丁目交差点から本庄ガス
ECOはにぽんプラザ駐車場までの区
間において、車道と歩行空間の配
分を見直し、歩く人の安全性向上
を図ります。さらに、景観舗装や
側溝の改修を行うことで、まちな
みと調和する仕様とします。電柱
や道路標識等については、移設や
共架を検討します。

２. 銀座通りの現状

銀座通りは沿道が高密度な市街地であり、レトロで趣ある古建築が立地する
まちなみそのものが魅力となっていることから、それらを残しつつ歩行者の安
全性を確保する必要があります。そこで、現道幅員のまま、車道と歩行空間の
再配分、舗装・道路付属物の美装化などに取り組み、沿道関係者の協力を得な
がら地域のシンボルロードとなるような整備を進めます。

４.実施手順

- ① 銀座通りの美装化

４.人が主役のみちづくり

４

車両の通行と歩行者の安全確保が両立できる歩車共存の道路整備

交流・にぎわいを生む滞留空間の整備や回遊性の向上

本庄の歴史を活かした景観づくり

銀座通りの道路整備

銀座通り

の将来像

■道路内の整備でできること

・歩車道空間再配分

・無電柱化

・舗装や道路付属物の美装化

・安全対策施設の設置 など

■民地の協力でできること

・電柱や街路灯の民地への移設

・沿道小広場の整備

・無電柱化に伴う地上機器置場の確保

・道路と一体となったグランドデザイン
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